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1. はじめに

　今日,家庭内の様々な機器をネットワークで繋ぎ機器
を連携させ,より便利で快適なサービスを提供するシステ
ムである HNS(Home Network System)の研究が発展してき
ている.これまで HNSの研究として,家電をネットワークに
つなぐことで連携して制御をおこなう家電連携サービス

の構築[1]や,センサネットワークを構築し ,ユーザの行動を
センシングすることで ,状況（コンテキスト）を推定し状
況に応じて自動的に機器制御を行うコンテキストアウェ

アアプリケーションの実現に向けた研究 [2][3]がなされて
きた.しかし,これまでの提案では ,システムがサービスの自
動実行や推薦を判断し ,ユーザは一方的にサービスを受け
る形態を想定しており ,ユーザからの要求への対応は考慮
されていない課題がある .例えば,ユーザはサービスのシナ
リオを把握していない場合 ,突然動き出した機器がなぜ動
いたか判断ができない .また同一サービスにおいても ,個人
が好む機器のパラメータはユーザ毎に存在し ,自動実行で
はない実行形態を好む場合がある .これまでの提案でにお
いて趣向情報の抽出は ,ユーザの操作履歴やその状況のロ
グを収集し学習するフェーズが必要であり ,ユーザによる
サービスの変更が考慮されていなかった.
したがって ,高度に個人の趣向にあった最適なサービス
を実行する為には HNS環境とユーザを結ぶユーザインタ
ーフェスの設計とサービス制御機構の構築が必要となる.
本研究の目的は,ユーザの趣向を反映させた HNSのサー
ビスを実行するサービス制御機構とそのユーザインタフ

ェースを構築することである .具体的にはユーザが自らサ
ービスの編集を行える仕組みとその為のサービスの実行

状況が把握できる仕組みを構築し ,個人の趣向を反映した
サービスの実行を実現させることを目標とする.

2. 実現方法

2.1 HNS を取り巻く環境の変化

これまでの研究は ,環境にあまねくコンピュータが偏在
し環境が自動で判断するというユビキタス社会の考えの

元,環境が賢くなるという前提であった .現在はスマートフ
ォンが普及し,ユーザに最も近いデバイスが様々な事が行
えるようになった .スマートフォンはストレージによる情
報保持や処理能力 ,通信機能を持ち,ユーザはそれを常に持
ち歩く.その為,スマートフォンは HNSのサービス制御機構
とそのユーザインタフェースを構築するデバイスとして

有効であると考えられる.

2.2 求められる要件とキーアイディア

前述した目的を達成する為にシステムに求められる要

件は以下の 2つである.
R1: ユーザがサービスの実行状態を理解できる.

R2: ユーザの趣向を反映したサービスが実行できる.
これらの要件に対し ,スマートフォンを用いた HNSを構
築する際のキーアイディアを以下に示す.

A1: スマートフォンにユーザプロファイルを保持する.
A2: システムがサービスを実行する制御内容をユーザ

の持つスマートフォンに問い合わせる.
A3: AR(Augument Reality)を用いて ,ユーザがサービス

状況を理解できるようにしカスタマイズの操作に

繋げる.
　A1,A2は R2を満たすアイディアとして趣向情報をユー
ザの持つスマートフォンから取得する .これにより,サービ
ス実行の際にユーザの趣向を反映できるようにし ,A3でユ
ーザに状況の理解とカスタマイズを可能とさせる .ARは周
囲を取り巻く現実空間に情報を付加し ,現実空間を拡張す
るものであり ,サービスの状態をデバイスに表示する際に
親和性がよいと判断し採用することとした.

3. 提案方式

キーアイディアを元にした提案方式は次のようになる . 
システムはサービスの連携と実行状態を記述したサービ

スシナリオを持ち ,スマートフォンはサービスの機器の設
定を記述したユーザプロファイルを保持する .サービス実
行時にはシステムはサービスシナリオとサービスプロフ

ァイルを参照しサービスを実行する .また,ユーザは ARを
用いてサービスの状態を把握し ,サービスのカスタマイズ
を可能にすることで ,ユーザプロファイルの変更を行える
ようにする.
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図 1: UserProfile の XML 記述例

図 2: ServiceScenario の XML記述例
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3.1 シナリオの想定

提案方式を用いたシステムの利用シナリオを以下に示

す.
ⅰ: ユーザが入室したのを感知して,システムは空調

サービスを開始する.
ⅱ: その際,システムはユーザの好みを反映するため,

機器の設定をユーザの持つスマートフォンに問い

合わせる.
ⅲ: システムのもつサービスの連携を記述したサービ

スシナリオと機器設定を記述したユーザプロファ

イルをシステムが合成させ ,実行サービスとして実
行する.

ⅳ: ユーザが突然動きだしたエアコンにスマートフォ
ンを向けると ,サービス名が表示され何のサービス
が実行されているか分かる.

ⅴ: 空調サービスの実行形態を自動実行ではなく ,問い
合わせに変更して欲しい場合は ,ユーザは ARを用
いて表示したサービス名から機器のパラメータを

表示し変更する.

3.2 ユーザプロファイルの記述内容

スマートフォンが保持するユーザプロファイルの内容

は機器の設定と実行条件 ,実行形態とし,XML形式で記述す
る.実行形態は自動実行または通知を選択可能とし ,ユーザ
の好みに応じで値が変更される .想定シナリオに当てはめ
た記述例を図 1に示す .図示の<DeviceParameter>要素は子
に使用する機器を識別する要素を持ち ,その構造の中に機
器 を 設 定 す る パ ラ メ ー タ が 記 述 さ れ

る.<ExecutionCondition>要素は実行条件を示し,例では,人感
センサーが人を感知した場合に実行される .実行形態は
<ExucutionForm>要素に記述され自動実行と通知を選択で
き,通知の場合は HNSはユーザの許可を待ち受ける.

3.3 サービスシナリオの記述内容

システムが保持するサービスシナリオの内容は連携さ

れている機器を表すのみとし ,そのパラメータは記述しな
い.また記述形式は XML形式で記述する .想定シナリオに

当てはめた記述例を図 2に示す.連携させる機器は図示の
<DeviceUse>要素に記述し ,サービスの実行状況を示す
<Active>要素を入れる事でサービスシナリオの参照により
サービスの実行状況を理解できるようにする .

3.4 サービス実行方式

サービスを実行する際のシーケンス図を図 3に示す.実
行のトリガーとなる状況の判断はサブスクライブされた

センサが HNSに通知することによりサービスを実行する
判断を HNSが開始する .その後 HNSはユーザの持つスマ
ートフォンにユーザプロファイルを問い合わせ ,HNSの持
つサービスシナリオと合わせた制御内容で家電を制御す

る.

3.5 サービスのカスタマイズ方式

サービスのカスタマイズのシーケンス図を図 4に示す.
ユーザがデバイスにスマートフォンを向ける事で ,サービ
ス名をデバイスに表示させる .ユーザはサービス名タップ
することでプロファイルを呼び出し ,変更できるプロファ
イルを選択する事で,ユーザプロファイルを更新する.

4. おわりに

本稿では,スマートフォンを用いた HNSのためのサービ
ス制御機構とユーザインタフェースの設計における要件

をまとめ,その解決のための方法を提案した.
本研究は現在 ,技術的検証を行うプロトタイプの実装段
階にあり,プロトタイプ実装と評価 ,提案手法の再検討が今
後の課題である.
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図 3: サービス実行のシーケンス図
図 4: サービスカスタマイズのシーケンス図
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